
ナイトセッション
信州の地域福祉のあゆみと
未来へ向けたエール

今年度、「地域福祉コーディネーター総合研修（特別
講座）」では、信州の地域福祉に取り組んできた（取り組
んでいる）実践者、コーディネーターが、自らの実践を振
り返り、記録し、「歴史ものがたり」を紡ぐことに取り組
んでいます。
このセッションは、いくつかの地域実践の「ものがた

り」を聞きながら、新しい世代とともに、未来に向けた歩
みを考えるひと時として開催します。

♦ 伊那市における小地域福祉活動の意味付けと、
地域福祉コーディネーターの設置に向けた取組み
について
矢澤 秀樹 氏（信州の地域福祉研究会）

◆ 長野市社協の地域福祉の歩み

土屋ゆかり 氏（信州の地域福祉研究会）

◆ 退職後のボランティア・地域活動と
「自治会史」づくり
山岸 征男 氏（前軽井沢町ボランティアセンター運営委員長）

司会 小池 正志 氏（信州の地域福祉研究会）



伊那市における小地域福祉活動の意味付けと、 

地域福祉コーディネーターの設置に向けた取組みについて 

伊那市社会福祉協議会 

地域福祉課 矢澤秀樹 

 

１、伊那市における小地域福祉活動の歴史 【記録】 

  S40－50年：地区社協の設置（現在 13カ所） 

      旧村部は市各支所を、町部は千世帯を超える区を単位として事務局を設置 

  H5－8年：地域社協の設置開始（現在 120カ所） 

      ふれあいのまちづくり事業を受託し、小地域福祉活動推進の核として市内の 

各区に設置呼びかけを行った 

  H18年：伊那市、高遠町、長谷村合併 

  H18年：市直営「地域包括支援センター」に職員 5名出向 

  H22年：小地域福祉活動における役割整理 

伊那市社会福祉協議会の地域づくりスローガンと住民による地域福祉活動の

紐づけをし、ポンチ絵等によりそれぞれの役割整理を行った 

  H23年：地域福祉推進事業モデル事業開始 

      「あったかご近所ネット（助け合い活動）」と「あそび場発掘プロジェクト」

のモデル事業開始 

  H23年：社協広報番組「きらきら☆ふくし」放送開始（現在 12年－258回放送） 

H26年：地域福祉推進事業の追加 

      3世代交流「にじいろサロン」の事業開始 

  H26年：「広報・啓発活動 事業計画」の策定（現在第 3次広報・啓発活動事業計画） 

H27年：地域福祉推進事業の追加 

災害時住民支え合いマップの作成、更新に関する補助事業開始 

  H28年：伊那市福祉相談課との研修人事交流開始（～R3年度まで） 

  H28年：地域福祉コーディネーター設置（現在 7名） 

      生活支援体制整備事業の受託し、福祉活動専門員の役割を拡大して、地域福祉

コーディネーターを増員配置した 

H29年：多機関の協働による包括的支援体制構築事業（国モデル事業）の受託 

H30年：地域力強化推進事業（国モデル事業）の受託 

R 3年：地域福祉推進事業の追加 

コロナ禍における家庭訪問事業「あいさつ訪問」の事業化 

  R 4年：重層的支援体制整備事業の本格実施 

      「多機関協働事業（一部）」「地域づくり事業（一部）」「参加支援事業」「アウ

トリーチ等を通じた継続的支援事業」の受託 



２、小地域福祉活動の意味付けとモデル事業の取組み 【記憶】 

  （１）「で、何をすればいいの？」 

新任の地域社協の会長さんから、この言葉を言われた。これからの役員さんに分か

りやすく説明できるツールが必要と考え、「市社協、地区社協、地域社協の役割分担

図」と、伊那市社会福祉協議会の地域づくりスローガンと小地域福祉活動の紐づけを

行った。また、活動をよりわかりやすくするため、「お互い様で地域を耕す本」を作

成し、地域づくりの教科書として活用した。 

  （２）「社協は黒子であり、主役は住民なので社協は表に出なくても良い」 

ある先輩からこの言葉を言われた。その通りと思いつつも、舞台における黒子は、

その姿や役割が観客にしっかり認識されていて初めて黒子になる。と考え、社協の姿

や役割を広く広報するために検討し、CATV 番組の放送を始めた。また、広報のあり

方や SNS等の広報媒体を活用するため、「広報・啓発活動 事業計画」の策定やすべ

ての部署を巻き込んだ「広報委員会」を設置した。このことにより、広報活動は担当

係だけが行うのではなく、社協職員全体の活動であることを共通認識とした。 

  （３）「毎年やることは一緒だな、助け合いの活動はやらんのかい？」 

    係長に就任した年に、会長からこの一言を言われた。これまでのサロン活動を中心

にした地域福祉推進事業を変更し、「あったかご近所ネット（助け合い活動）」と「あ

そび場発掘プロジェクト」のモデル事業の取組みを始めた。 

 

３、地域福祉コーディネーターの設置 【記憶】 

  平成 26・27年度に長野県社協が開催した「地域福祉研究会」に参加し、地域福祉コー

ディネーターの設置に関わる調査報告・提言を行う中で、改めてその専門性と重要性を再

確認するとともに、地域共生社会の実現に向けた国の動きを理解した。 

平成 28年度に伊那市より生活支援体制整備事業を受託し、住民主体のサービス創設を

含む新しい地域福祉活動の推進が始まった。その際、事業で求められている「生活支援コ

ーディネーター」と、従来からの地域福祉活動の専門職である「福祉活動専門員」がほぼ

同様の役割であったことから、福祉活動専門員の役割を拡大し、地域住民すべてを対象と

し、地域の多様な支援をつなぐ「地域福祉コーディネーター」として配置した。 

  令和 4年度からは、重層的支援体制整備事業が実施され、その中では「アウトリーチ等

を通じた継続的支援事業」「地域づくり事業」等の担当となっている。 

   

３、まとめ 

  過去、60 年近くにわたり形成されてきた地域福祉活動。市町村合併や人口減少、少子

高齢化等の地域や住民の変化とともに、これまでを活かしつつも新しい取り組みに変え

ていく工夫が必要だと痛感している。地域住民の皆さんとともに、引きつぎ、工夫し、変

えていく試みを連綿と続けていくことが地域福祉活動なのだと感じている。 





た
め
に
草
の
根
の
行
動
し
て
い
く
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
！
」と
檄
を
飛
ば
し
ま
し
た
。

　
社
協
と
い
う
当
時
小
さ
な
任
意
団
体
に
、「
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
精
神
で
新
し
い
社
会
を
作
っ
て
い
く
」確

た
る
使
命
を
打
ち
立
て
ま
し
た
。

1
9
7
6
年
、
第
１
回
長
野
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
研
修
会（
現
在
の「
長
野
県
ま
ち
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
」）を
開
催
。翌
年
に
は
、

県
下
4
会
場
で
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
を
開
催
。
長
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
サ

マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
現
在
の「
サ
マ

チ
ャ
レ
）を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

島
崎
潔
氏
と
国
際
障
害
者
年

　
温
和
な
丸
顔
に
大
き
な
体
で
車
い
す
を
駆
使
し
、

障
が
い
当
事
者
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
島
崎
潔
さ
ん（
故
人
）は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
も
、豊
か
な
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、様
々

な
バ
リ
ア
と
闘
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
は
小
学

校
か
ら「
隔
離
」さ
れ
、
大
人
に
な
る
と
施
設
で
暮

ら
す
こ
と
が
一
般
的

で
し
た
。
車
い
す
で

町
を
歩
く
だ
け
で
、

す
れ
違
う
人
た
ち
の

視
線
が
束
に
な
っ
て

襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
代
の
中

で
、
１
９
８
１
年
、

国
際
障
害
者
年
が
定
め
ら
れ
、
障
が
い
の
あ
る
人
た

ち
が
書
い
た
詩
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
曲
を
つ
け
て
歌

う「
わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト
」が
、
奈
良
か
ら
さ

わ
や
か
な
風
を
運
ん
で
き
ま
し
た
。

地域共生・信州地域共生・信州 源流源流からから大河大河へへ

小池 正志さんさん

福
祉
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
振
興
が

社
協
の
重
点
事
業
に

1
9
7
6
（
昭
和
51
）年
、
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
振
興
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
振
興
が
社
協
の
重
点
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
全

国
の
社
協
マ
ン
の
集
ま
る
会
議
で
は
常
に
、「『
福
祉
』

だ
け
じ
ゃ
な
い
、『
世
直
し
』の
気
概
が
必
要
だ
」と

熱
く
語
る
小
池
正
志
さ
ん
の
迫
力
の
あ
る
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　
小
池
さ
ん
は
、
東
京
都
庁
の
職
員
か
ら
長
野
市
に

Ｕ
タ
ー
ン
。
た
ま
た
ま
長
野
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
に
職
を
得
ま
し
た
。
当
初
の
業
務
は
、
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
の
解★

１

説
員
で
し
た
。
１
９
７
５
年
、
所
属

法
人
の
合
併
で
図
ら
ず
も
長
野
県
社
協
の
職
員
に
な

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
振
興
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
福
祉
の
経
験
も
知
識
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

持
ち
前
の
反
骨
心
と
学
生
運
動
を
経
験
し
た
団
塊
世

代
ら
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
力
で
、
そ
の
後
の
信
州

の
地
域
福
祉
を
牽
引
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
や
る
気
世
直
し
手
弁
当
」で

信
州
を
耕
す

　
当
時
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＝
イ
コ
ー
ル

奉
仕
活
動
の
イ
メ
ー

ジ
が
一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

世
界
は
福
祉
だ
け
で
は
な
い
と
、
１
９
７
７
年
、
長

野
市
社
協
の
小★
２

林
博
明
さ
ん
ら
と
と
も
に
公
開
講

座「
新
寺
子
屋
塾
」を
開
講
。
小
池
さ
ん
は
、「
高
度

経
済
成
長
期
、
つ
ま
り
1
9
5
0
年
代
後
半
か
ら

1
9
7
0
年
代
に
、
公
害
に
よ
り
住
民
へ
大
き
な
被

害
が
発
生
し
た
。
薬
害
や
農
薬
被
害
の
救
済
と
と
も

に
公
害
の
な
い
地
域
社
会
が
必
要
で
あ
り
、
改
善
の
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Interview

Masashi  Koike

１
９
７
０
年
代

1949年長野市（旧中条村）生まれ。東京都主税局に勤務し
ながら大学を卒業。

1975年から、長野県社会福祉協議会の職員として「ボラン
ティア活動の振興」や「市町村社協支援・地域福祉
推進」を担当。

2004年から長野県社会福祉協議会 事務局長
2013年から長野県社会福祉士会 事務局長

Masashi  KoikeMasashi  KoikeMasashi  KoikeMasashi  KoikeMasashi  KoikeMasashi  KoikeMasashi  KoikeMasashi  Koike
公益社団法人長野県社会福祉士会 前事務局長公益社団法人長野県社会福祉士会 前事務局長
社会福祉法人長野県社会福祉協議会 元事務局長社会福祉法人長野県社会福祉協議会 元事務局長

１
９
８
０
年
代

　信州の地域福祉の源流として、公民館運動や農村医
療の実践、保健師や保健補導員の活動があげられる。
　しかし、それらの伝統を現在のボランティア・
NPO 活動につなげてきた、「団塊世代」の反骨精神と
連帯力だった !?

ボランティア・市民活動振興の歴史ボランティア・市民活動振興の歴史
～信州を耕す「団塊世代」の青春グラフィティ～～信州を耕す「団塊世代」の青春グラフィティ～

小池さんと島崎潔さん（右）

　
信
濃
路
縦
断
わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
島
崎

さ
ん
が
実
行
委
員
長
と
な
り
、
小
池
さ
ん
は
事
務
局

長
と
し
て
支
え
、
イ
ベ
ン
ト
を
仕
切
り
ま
し
た
。
福

祉
イ
ベ
ン
ト
は
無
料
が
当
然
と
さ
れ
た
時
代
に
、
チ

ケ
ッ
ト
を
１
５
０
０
円
で
販
売
し
、
県
内
８
会
場
で

約
１
万
人
を
動
員
。
こ
れ
を
機
に
県
内
各
地
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
や
社
協
職
員
間
の
つ
な
が
り
を

深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
１
９
８
1
年
に
長
野
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興

セ
ン
タ
ー
（
現
・
ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
）設
置
。
長
野
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興
基

金
の
果
実
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
助
成
に
活
用
し
ま
し
た
。

全
国
ボ
ラ
ン
ティ
ア
研
究
集
会
・
信
濃
路
集
会

　
１
９
８
７
年
、
第
18
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究

集
会
が
松
本
市
を
メ
イ
ン
に
県
内
８
会
場
を
つ
な
い

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全

23
分
科
会
で
福
祉
、環
境
、

公
害
、
平
和
な
ど
多
様
な

分
野
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
集
い
、
交
流
し

ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
実
行
委
員
長

を
務
め
た
鎌
田
實
さ
ん

（
現
諏
訪
中
央
病
院
名
誉
院
長
）
は
、
長
野
県
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長
も
務

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
の
推
進
に
も
尽
力

し
た
立
役
者
で
す
。

　
長
野
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
の
盛
り
上

が
り
が
全
国
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

急
激
な
人
口
の
高
齢
化
に
、

市
町
村
社
協
の
仲
間
と
と
も
に
格
闘
　

　
長
野
県
の
高
齢
化
率
は
、
１
９
８
５
（
昭
和
60
）

年
に
10
％
を
超
え
、
現
在
の
32
・
3
％
ま
で
一
貫
し

て
上
昇
を
続
け
ま
し
た
。
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
在
宅
福
祉
の
充
実
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
制
度
施
行
前
、
在
宅
介
護
の
負
担
は

「
嫁
」の
役
割
と
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
介

護
者
の
負
担
を
み
ん
な
で
共
有
し
な
が
ら
、
地
域
の

支
え
合
い
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
市
町

村
社
協
の
基
盤
強
化
が
不
可
欠
で
し
た
。

　
市
町
村
社
協
は
、
1
9
8
3
年
に
法
制
化
さ
れ
翌

年
に
は
、
福
祉
活
動
専
門
員
を
配
置
す
る
国
庫
補
助

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市
町
村
社
協
の
社
会

福
祉
法
人
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
県
社
協
の
重
点

事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
全
国
で
2
番
目
に
市
町
村
数
が
多
い
長

野
県（
当
時
1
2
1
市
町
村
、
現
在
77
市
町
村
）で

し
た
が
、
人
口
1
0
0
0
人
以
下
の
下
伊
那
地
域

の
村
々
を
訪
問
し
て
村
長
は
じ
め
村
の
三
役
に
プ

レ
ゼ
ン
し
て
歩
く
な
ど
し
た
結
果
、
法
人
化
率
は
、

1
9
8
9
年（
平
成
元
年
）に
80
％
、2
0
0
0
年（
平

成
12
年
）に
99
％
と
な
り
ま
し
た

戸
惑
い
な
が
ら
も
「
事
業
型
社
協
」を
推
進

　
１
９
８
9
年
、
厚
生
省（
当
時
）は
ゴ
ー
ル
ド
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、
翌
年
、
福
祉
関
係
八
法
が
改
正
さ

れ
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
を
主
体
と
し
た
在
宅

福
祉
の
推
進
が
施
策
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
増
員
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
な
ど
が
一
気
に
進
み
ま
し
た
。

　
地
域
課
題
は「
福
祉
だ
け
じ
ゃ
な
い
」と
檄
を
飛

ば
し
て
き
た
小
池
さ
ん
は
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
、「
世

界
に
類
の
な
い
急
激
な
高
齢
化
」に
対
応
し
て
い
く

た
め
、当
時
、全
国
社
協
が
提
唱
し
た「
事
業
型
社
協
」

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
１
９
９
１
年
に
は
厚
生
省
の「
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
」が
ス
タ
ー
ト
。
県
単
版
の
事
業
を
含

め
、
市
町
村
社
協
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し

て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

と
有
償
に
よ
る
地
域
の
支
え
合
い
活
動
な
ど
の
総
合

的
な
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
全
国
ボ
ラ
ン
ティ
ア
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
」か
ら

「
ア
ー
ト
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長
野
」へ

　
一
方
で
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
社
協
職
員
や
行
政
職
員
が
業
務
の
枠
を
超

え
て
協
働
活
動
を
担
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、

人
を
育
て
る
小
池
さ
ん
の
持
ち
味
は
健
在
で
し
た
。

　
１
９
９
５
年
に
は
第
４
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
長
野
大
会
を
開
催
。

　
１
９
９
８
年
の
長
野
五
輪
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

同
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
企
画
実
施
し
た
、

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
ア
ー
ト
を
テ
ー
マ
と
し
た

非
公
式
イ
ベ
ン
ト「
ア
ー
ト
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長
野
」

を
取
り
仕
切
り
、「
公
式
記
録
」
に
も
足
跡
を
残
し

ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
事
務
局
に
臨
時
職
員
と
し
て
雇

用
さ
れ
た
鈴
木
雅
人
さ
ん（
故
人
）は
、
イ
ベ
ン
ト

を
契
機
に
障
が
い
者
の
地
域
生
活
支
援
の
仕
組
づ

く
り
に
奔
走
。
島
崎
さ
ん
と
と
も
に
、「
身
体
」「
知

的
」「
精
神
」と
縦
割
り
だ
っ
た
障
が
い
者
支
援
の
包

括
化
に
現
場
か
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
ま
し

た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
つ
な
が
っ
た
人
々
の
想
い
と
力
は
、

新
し
い
世
の
中
を
つ
く
る
確
か
な
原
動
力
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　「〝
イ
ベ
ン
ト
屋
〞と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、〝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
〞
と
し
て
、
人
と
人
を
つ

な
げ
育
て
、〝
世
直
し
〞
に
貢
献
し
て
き
た
自
負
は

あ
り
ま
す
。〝
団
塊
世
代
〞
を
意
識
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
い
わ
れ
て
み
れ
ば
、
そ
こ
で
培
っ
た

反
骨
の
精
神
と
人
と
人
と
を
つ
な
げ
る
組
織
化
の
手

法
は
、自
分
の
原
点
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

と
小★
３

池
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　
信
州
の
地
域
福
祉
を
作
っ
て
き
た
団
塊
世
代
の
ま

さ
に「
青
春
活
躍
劇
」。
そ
の
団
塊
世
代
が
後
期
高

齢
者
に
至
る
2
0
2
5
年
を
控
え
て
、
改
め
て
心
に

刻
ん
だ
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
２
年  

大
河
へ

★
1
長
野
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
は
1
9
7
2
年
に

開
所
。「
福
祉
推
進
の
殿
堂
」と
し
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
や
県
内
初
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も
あ
っ

た
。
県
内
の
小
学
生
は
必
ず（
？
）社
会
見
学
で
訪
問
し
た

と
も
言
わ
れ
る
。
小
池
さ
ん
の
初
任
業
務
が
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
の
解
説
員（
自
称「
星
の
王
子
様
」）だ
っ
た
。

★
２
当
時
は
、「
Ｋ
Ｋ
コ
ン
ビ
」と
言
わ
れ
て
い
た
。

★
３
小
池
さ
ん
は
、
長
野
県
社
協
の
事
務
局
長
等
を
務
め

た
後
、
2
0
0
9
年
度
か
ら
再
雇
用
で
、
広
域
圏
を
単
位
と

し
た
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
に
尽
力
。
司
法
と

福
祉
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
顔
は
、
1
9
9
2
年
11
月
に
長
野
県
社
会
福

祉
士
会
の
立
上
げ
を
取
り
仕
切
り
、
初
代
の
副
会
長
・
事
務

局
長
。
2
0
1
3
年
度
か
ら
9
年
間
再
度
事
務
局
長
と
し
て

社
会
福
祉
士
会
の
基
盤
強
化
に
貢
献
。

１
９
９
０
年
代

4



た
め
に
草
の
根
の
行
動
し
て
い
く
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
！
」と
檄
を
飛
ば
し
ま
し
た
。

　
社
協
と
い
う
当
時
小
さ
な
任
意
団
体
に
、「
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
精
神
で
新
し
い
社
会
を
作
っ
て
い
く
」確

た
る
使
命
を
打
ち
立
て
ま
し
た
。

1
9
7
6
年
、
第
１
回
長
野
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
研
修
会（
現
在
の「
長
野
県
ま
ち
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
」）を
開
催
。翌
年
に
は
、

県
下
4
会
場
で
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
を
開
催
。
長
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
サ

マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
現
在
の「
サ
マ

チ
ャ
レ
）を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

島
崎
潔
氏
と
国
際
障
害
者
年

　
温
和
な
丸
顔
に
大
き
な
体
で
車
い
す
を
駆
使
し
、

障
が
い
当
事
者
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
島
崎
潔
さ
ん（
故
人
）は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
も
、豊
か
な
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、様
々

な
バ
リ
ア
と
闘
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
は
小
学

校
か
ら「
隔
離
」さ
れ
、
大
人
に
な
る
と
施
設
で
暮

ら
す
こ
と
が
一
般
的

で
し
た
。
車
い
す
で

町
を
歩
く
だ
け
で
、

す
れ
違
う
人
た
ち
の

視
線
が
束
に
な
っ
て

襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
代
の
中

で
、
１
９
８
１
年
、

国
際
障
害
者
年
が
定
め
ら
れ
、
障
が
い
の
あ
る
人
た

ち
が
書
い
た
詩
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
曲
を
つ
け
て
歌

う「
わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト
」が
、
奈
良
か
ら
さ

わ
や
か
な
風
を
運
ん
で
き
ま
し
た
。

地域共生・信州地域共生・信州 源流源流からから大河大河へへ

小池 正志さんさん

福
祉
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
振
興
が

社
協
の
重
点
事
業
に

1
9
7
6
（
昭
和
51
）年
、
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
振
興
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
振
興
が
社
協
の
重
点
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
全

国
の
社
協
マ
ン
の
集
ま
る
会
議
で
は
常
に
、「『
福
祉
』

だ
け
じ
ゃ
な
い
、『
世
直
し
』の
気
概
が
必
要
だ
」と

熱
く
語
る
小
池
正
志
さ
ん
の
迫
力
の
あ
る
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　
小
池
さ
ん
は
、
東
京
都
庁
の
職
員
か
ら
長
野
市
に

Ｕ
タ
ー
ン
。
た
ま
た
ま
長
野
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
に
職
を
得
ま
し
た
。
当
初
の
業
務
は
、
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
の
解★

１

説
員
で
し
た
。
１
９
７
５
年
、
所
属

法
人
の
合
併
で
図
ら
ず
も
長
野
県
社
協
の
職
員
に
な

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
振
興
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
福
祉
の
経
験
も
知
識
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

持
ち
前
の
反
骨
心
と
学
生
運
動
を
経
験
し
た
団
塊
世

代
ら
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
力
で
、
そ
の
後
の
信
州

の
地
域
福
祉
を
牽
引
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
や
る
気
世
直
し
手
弁
当
」で

信
州
を
耕
す

　
当
時
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＝

イ
コ
ー
ル

奉
仕
活
動
の
イ
メ
ー

ジ
が
一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

世
界
は
福
祉
だ
け
で
は
な
い
と
、
１
９
７
７
年
、
長

野
市
社
協
の
小★

２

林
博
明
さ
ん
ら
と
と
も
に
公
開
講

座「
新
寺
子
屋
塾
」を
開
講
。
小
池
さ
ん
は
、「
高
度

経
済
成
長
期
、
つ
ま
り
1
9
5
0
年
代
後
半
か
ら

1
9
7
0
年
代
に
、
公
害
に
よ
り
住
民
へ
大
き
な
被

害
が
発
生
し
た
。
薬
害
や
農
薬
被
害
の
救
済
と
と
も

に
公
害
の
な
い
地
域
社
会
が
必
要
で
あ
り
、
改
善
の
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Interview

Masashi  Koike

１
９
７
０
年
代

1949年長野市（旧中条村）生まれ。東京都主税局に勤務し
ながら大学を卒業。

1975年から、長野県社会福祉協議会の職員として「ボラン
ティア活動の振興」や「市町村社協支援・地域福祉
推進」を担当。

2004年から長野県社会福祉協議会 事務局長
2013年から長野県社会福祉士会 事務局長

Masashi  KoikeMasashi  KoikeMasashi  KoikeMasashi  KoikeMasashi  KoikeMasashi  KoikeMasashi  KoikeMasashi  Koike
公益社団法人長野県社会福祉士会 前事務局長公益社団法人長野県社会福祉士会 前事務局長
社会福祉法人長野県社会福祉協議会 元事務局長社会福祉法人長野県社会福祉協議会 元事務局長

１
９
８
０
年
代

　信州の地域福祉の源流として、公民館運動や農村医
療の実践、保健師や保健補導員の活動があげられる。
　しかし、それらの伝統を現在のボランティア・
NPO 活動につなげてきた、「団塊世代」の反骨精神と
連帯力だった !?

ボランティア・市民活動振興の歴史ボランティア・市民活動振興の歴史
～信州を耕す「団塊世代」の青春グラフィティ～～信州を耕す「団塊世代」の青春グラフィティ～

小池さんと島崎潔さん（右）

　
信
濃
路
縦
断
わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
島
崎

さ
ん
が
実
行
委
員
長
と
な
り
、
小
池
さ
ん
は
事
務
局

長
と
し
て
支
え
、
イ
ベ
ン
ト
を
仕
切
り
ま
し
た
。
福

祉
イ
ベ
ン
ト
は
無
料
が
当
然
と
さ
れ
た
時
代
に
、
チ

ケ
ッ
ト
を
１
５
０
０
円
で
販
売
し
、
県
内
８
会
場
で

約
１
万
人
を
動
員
。
こ
れ
を
機
に
県
内
各
地
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
や
社
協
職
員
間
の
つ
な
が
り
を

深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
１
９
８
1
年
に
長
野
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興

セ
ン
タ
ー
（
現
・
ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
）設
置
。
長
野
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興
基

金
の
果
実
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
助
成
に
活
用
し
ま
し
た
。

全
国
ボ
ラ
ン
ティ
ア
研
究
集
会
・
信
濃
路
集
会

　
１
９
８
７
年
、
第
18
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究

集
会
が
松
本
市
を
メ
イ
ン
に
県
内
８
会
場
を
つ
な
い

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全

23
分
科
会
で
福
祉
、環
境
、

公
害
、
平
和
な
ど
多
様
な

分
野
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
集
い
、
交
流
し

ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
実
行
委
員
長

を
務
め
た
鎌
田
實
さ
ん

（
現
諏
訪
中
央
病
院
名
誉
院
長
）
は
、
長
野
県
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長
も
務

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
の
推
進
に
も
尽
力

し
た
立
役
者
で
す
。

　
長
野
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
の
盛
り
上

が
り
が
全
国
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

急
激
な
人
口
の
高
齢
化
に
、

市
町
村
社
協
の
仲
間
と
と
も
に
格
闘
　

　
長
野
県
の
高
齢
化
率
は
、
１
９
８
５
（
昭
和
60
）

年
に
10
％
を
超
え
、
現
在
の
32
・
3
％
ま
で
一
貫
し

て
上
昇
を
続
け
ま
し
た
。
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
在
宅
福
祉
の
充
実
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
制
度
施
行
前
、
在
宅
介
護
の
負
担
は

「
嫁
」の
役
割
と
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
介

護
者
の
負
担
を
み
ん
な
で
共
有
し
な
が
ら
、
地
域
の

支
え
合
い
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
市
町

村
社
協
の
基
盤
強
化
が
不
可
欠
で
し
た
。

　
市
町
村
社
協
は
、
1
9
8
3
年
に
法
制
化
さ
れ
翌

年
に
は
、
福
祉
活
動
専
門
員
を
配
置
す
る
国
庫
補
助

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市
町
村
社
協
の
社
会

福
祉
法
人
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
県
社
協
の
重
点

事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
全
国
で
2
番
目
に
市
町
村
数
が
多
い
長

野
県（
当
時
1
2
1
市
町
村
、
現
在
77
市
町
村
）で

し
た
が
、
人
口
1
0
0
0
人
以
下
の
下
伊
那
地
域

の
村
々
を
訪
問
し
て
村
長
は
じ
め
村
の
三
役
に
プ

レ
ゼ
ン
し
て
歩
く
な
ど
し
た
結
果
、
法
人
化
率
は
、

1
9
8
9
年（
平
成
元
年
）に
80
％
、2
0
0
0
年（
平

成
12
年
）に
99
％
と
な
り
ま
し
た

戸
惑
い
な
が
ら
も
「
事
業
型
社
協
」を
推
進

　
１
９
８
9
年
、
厚
生
省（
当
時
）は
ゴ
ー
ル
ド
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、
翌
年
、
福
祉
関
係
八
法
が
改
正
さ

れ
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
を
主
体
と
し
た
在
宅

福
祉
の
推
進
が
施
策
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
増
員
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
な
ど
が
一
気
に
進
み
ま
し
た
。

　
地
域
課
題
は「
福
祉
だ
け
じ
ゃ
な
い
」と
檄
を
飛

ば
し
て
き
た
小
池
さ
ん
は
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
、「
世

界
に
類
の
な
い
急
激
な
高
齢
化
」に
対
応
し
て
い
く

た
め
、当
時
、全
国
社
協
が
提
唱
し
た「
事
業
型
社
協
」

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
１
９
９
１
年
に
は
厚
生
省
の「
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
」が
ス
タ
ー
ト
。
県
単
版
の
事
業
を
含

め
、
市
町
村
社
協
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し

て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

と
有
償
に
よ
る
地
域
の
支
え
合
い
活
動
な
ど
の
総
合

的
な
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
全
国
ボ
ラ
ン
ティ
ア
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
」か
ら

「
ア
ー
ト
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長
野
」へ

　
一
方
で
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
社
協
職
員
や
行
政
職
員
が
業
務
の
枠
を
超

え
て
協
働
活
動
を
担
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、

人
を
育
て
る
小
池
さ
ん
の
持
ち
味
は
健
在
で
し
た
。

　
１
９
９
５
年
に
は
第
４
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
長
野
大
会
を
開
催
。

　
１
９
９
８
年
の
長
野
五
輪
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

同
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
企
画
実
施
し
た
、

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
ア
ー
ト
を
テ
ー
マ
と
し
た

非
公
式
イ
ベ
ン
ト「
ア
ー
ト
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長
野
」

を
取
り
仕
切
り
、「
公
式
記
録
」
に
も
足
跡
を
残
し

ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
事
務
局
に
臨
時
職
員
と
し
て
雇

用
さ
れ
た
鈴
木
雅
人
さ
ん（
故
人
）は
、
イ
ベ
ン
ト

を
契
機
に
障
が
い
者
の
地
域
生
活
支
援
の
仕
組
づ

く
り
に
奔
走
。
島
崎
さ
ん
と
と
も
に
、「
身
体
」「
知

的
」「
精
神
」と
縦
割
り
だ
っ
た
障
が
い
者
支
援
の
包

括
化
に
現
場
か
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
ま
し

た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
つ
な
が
っ
た
人
々
の
想
い
と
力
は
、

新
し
い
世
の
中
を
つ
く
る
確
か
な
原
動
力
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　「〝
イ
ベ
ン
ト
屋
〞と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、〝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
〞
と
し
て
、
人
と
人
を
つ

な
げ
育
て
、〝
世
直
し
〞
に
貢
献
し
て
き
た
自
負
は

あ
り
ま
す
。〝
団
塊
世
代
〞
を
意
識
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
い
わ
れ
て
み
れ
ば
、
そ
こ
で
培
っ
た

反
骨
の
精
神
と
人
と
人
と
を
つ
な
げ
る
組
織
化
の
手

法
は
、自
分
の
原
点
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

と
小★
３

池
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　
信
州
の
地
域
福
祉
を
作
っ
て
き
た
団
塊
世
代
の
ま

さ
に「
青
春
活
躍
劇
」。
そ
の
団
塊
世
代
が
後
期
高

齢
者
に
至
る
2
0
2
5
年
を
控
え
て
、
改
め
て
心
に

刻
ん
だ
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
２
年  

大
河
へ

★
1
長
野
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
は
1
9
7
2
年
に

開
所
。「
福
祉
推
進
の
殿
堂
」と
し
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
や
県
内
初
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も
あ
っ

た
。
県
内
の
小
学
生
は
必
ず（
？
）社
会
見
学
で
訪
問
し
た

と
も
言
わ
れ
る
。
小
池
さ
ん
の
初
任
業
務
が
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
の
解
説
員（
自
称「
星
の
王
子
様
」）だ
っ
た
。

★
２
当
時
は
、「
Ｋ
Ｋ
コ
ン
ビ
」と
言
わ
れ
て
い
た
。

★
３
小
池
さ
ん
は
、
長
野
県
社
協
の
事
務
局
長
等
を
務
め

た
後
、
2
0
0
9
年
度
か
ら
再
雇
用
で
、
広
域
圏
を
単
位
と

し
た
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
に
尽
力
。
司
法
と

福
祉
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
顔
は
、
1
9
9
2
年
11
月
に
長
野
県
社
会
福

祉
士
会
の
立
上
げ
を
取
り
仕
切
り
、
初
代
の
副
会
長
・
事
務

局
長
。
2
0
1
3
年
度
か
ら
9
年
間
再
度
事
務
局
長
と
し
て

社
会
福
祉
士
会
の
基
盤
強
化
に
貢
献
。

１
９
９
０
年
代

5
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